
日本ホッケー協会マスターズ部会組織図 （2018.9.15）

代表委員 大会チーム数 募集委員

１北海道東北ブロック 3 3 9

１道６県 堤雅明

　役員 　会  長    関谷淳一 ２　関東ブロック 5 12 15

　副会長　  瀧上正志 湯澤睦門、高橋直

　副会長    菅　雅則 １都７県 徳増政幸、加藤明美

　専務理事　宮本隆三 ３　北信越ブロック 3 4 9

　常務理事　一谷　徹

　常務理事　下村　尚　　　４　東海ブロック 3 6 9

　監事 　常務理事　山田亮熙

萬納　宏俊 　常務理事　石川伸男 ５　関西ブロック 4 18 12

2府4県 高倉照久、秦 務

吉田隆明、西田啓

６　中国四国ブロック 4 13 12

横田信明、小桜和裕

　　９県 柳田剛志、植田桂司

７　九州ブロック 3 1 9

　　８県

事務局 山田常務 25 57 75

　　　　　　　　　地方ブロック部会

宮本専務 　瀧上副会長　 石川常務

（連携）

　下村常務

委員長 　

一谷常務 → 管理全般業務（財務、総務,、国際、企画、会計））

中村康夫 （連携）　

菅副会長 →　委員募集活動・部活動広報活動

未定 →　国際大会チーム選手強化・育成　

未定 →　MS世代競技役員育成・競技大会支援

浜中謙治 →   国際事業活動・２０２０GMWC東京誘致

＜各組織の役割＞

　役員会 ・部会の目的及び事業を達成する為の基本方針、戦略の立案を行う。

　普及事業本部　　 ・普及活動事業の統括本部　→　戦略・計画の推進、作戦見直しを指示。

　専門委員会の統括・管理。

　普及活動事業部　　・地方ブロック部会の代表委員と連携し、地方組織の普及活動を統括。

　地方ブロック部会 ・各地方ブロックは必要数の委員で構成し互選で代表委員を選出。

　　（７つに分割） 　委員は普及活動事業部と連携して、活動する。

　専門委員会 ・普及活動事業部、地方ブロックの活動を支援する部門。

・国際委員会は、国際業務全般を担当し国際組織との情報交換窓口となる。

　全国マスターズ会議 ・部会の予算、決算、事業報告等を報告しマスターズ会員と意見交換

　する機関。（年１回の全日本マスターズ大会時に開催）
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ＪＨＡマスターズ部会　国際大会開催勉強会

43160

1 　業務内容

　　東京五輪後の首都圏にて国際大会が開催される可能性が多くなるが、

　　開催の為に必要な情報収集を実施する勉強会。

　　主催者の将来の大会準備作業や競技運営に役立てる。

2 　直近の活動

　　　　　１）　２０２０のグランドマスターズ大会東京開催を視野に入れての勉強会チーム


